
市立伊丹病院薬剤科長 上田 宏 

R3/5/20  第５回市立伊丹病院薬剤師地域連携連絡会  



• 令和 ３年 ６月 １日より、院外処方せんに検査値
を記載する運びとなりました。 

• 検査値記載に係る連絡事項について、お伝えい
たします。 



平成29年12月15日 中央社会保険医療協議会 第379回総会資料 

平成２９年１２月 中医協の診療報酬改定に係る検討の中で 
院外処方せんの検査値記載に関する議論があった。 







2017/12 中央社会保険医療協議会総会での議論 

賛成派 

• 「腎機能が悪い患者に対し、腎排泄型の薬が処方された場合に、検査値があれば、
より客観的なチェックができる」（日本薬剤師会常務理事 安部好弘氏） 

• 「服薬指導、処方の質を向上させるためには、こうした取り組みが必要ではないか」
（厚労省保険局医療課長 迫井正深氏） 

反対派 
• 「薬剤師が検査値を基に何を判断するのか。チェーン薬局が営利商品などを
売り付けることにつながるのではないか」 （日本医師会常任理事 松本純一
氏） 

• 「薬局からフィードバックについて、通常業務の範囲内で行うことであり、新た
に（診療報酬として）評価する必要はない。」 （日本医師会常任理事 松本吉
郎氏） 

• 「医師とかかりつけ薬剤師が直接的にやり取りする状況にない。病院薬剤師と
薬局薬剤師との連携についても、現状で十分に取れているとも思えない。」 
（日本医師会副会長 今村聡氏） 



病院と診療所の疑義照会は、「診療情報提供書」で行うことが規定されている。 
保険薬局との疑義紹介について、対応方法が明確でない点が指摘される。 



• 令和３年６月１日（火） 

• 対象 全科の院外処方せん 

 



• 疑義照会の記載欄を縮小したため、必要に応じて「疑義照会連
絡票」をご活用ください。（薬剤部ホームページ掲載）





• WBC（白血球数） 

• NEUT（好中球数） 

• Hb（ヘモグロビン） 

• PLT（血小板） 

• AST（GOT） 

• ALT（GPT） 

• TBIL（総ビリルビン） 

• CRE（血清クレアチニン） 

• eGFR（推算糸球体濾過量） 

• CRP（C反応性タンパク）） 

 

 
• Na（ナトリウム） 

• K（カリウム） 

• Ca（カルシウム） 

• ALB（アルブミン） 

• HbA1C（ヘモグロビンA1C）（NGSP） 

• PT-INR（プロトロンビン時間 国際標準比） 

• CPK（クレアチニンキナーゼ） 

                        （17項目) 





• 好中球数は％表示であることに注意してください。好中球の実際
の数は、WBC値に掛けて算出してください。 

• CREは血清クレアチニンです。クレアチニン・クリアランスは最新
の身長・体重がない患者において、適正な値が算出できないた
め掲載していません。 

• eGFRは体表面積補正した値です。ml/min/1.73m2 クレアチニ
ン・クリアランス(mL/min)に読み替える場合は体表面積による逆
補正をお願いします。 

• Ca値は、血清アルブミンが低い方では補正が必要です。 
補正Ca（mg／dL）＝実測Ca（mg／dL）＋4－血清アルブミン濃度
（g／dL） 

• HbA1Cは国際標準比（NGSP値）を掲載しています。JDSではあり
ません。（NGSP＝JDS×99.6%）



• 過去6カ月に遡って、最新の検査値を掲載します。必ずしも処方
当日の検査値ではありません。 

• 検査値に関わる疑義照会を頂く際、検査の日付に注意をお願
いします。 

• 検査値は、当院で実施した検査のみ掲載いたします。他院の検
査結果は掲載いたしません。 

• 検査をしていない項目は、「空白」で表示されます。 



• 通常の疑義照会同様に、当院薬剤部が窓口となります。 

• 返信を急ぐ場合は院外処方せん原本、および必要に応じて 
「疑義紹介連絡票」にてご連絡ください。返信を急がない場合は、
トレーシングレポートでお願いします。 



• 体重および身長は掲載しておりません。必要に応じて、患者
様にご確認下さい。 

• 検査値に関わる患者様への説明については、患者様の病
態を踏まえて慎重にお願いします。 

•低アルブミン  低栄養、肝硬変、ネフローゼなど 

•高ビリルビン  肝炎、胆石症、体質性黄疸など 

• 検査値は、経時的な変化を見ることが重要ですので、指導
記録等の工夫をお願いいたします。 



• 検査値記載の案内を院内に掲示、
およびホームページに掲載。 

• 検査値の記載について、患者様
個別に同意はとっておりません。



• 患者様が院外処方せんに検査値の開示を希望されない場合、 
検査値記載部分を切り離して保険薬局に提出していただくよう
お伝えしています。 



市立伊丹病院薬剤部のミッション・ビジョン 
 

「安全で安心な信頼される薬物治療を通して、 

 患者に寄り添う医療を提供する。」 

「いつでも薬剤師に相談できる病院、そして地域医療へ」 

 当院の患者様が、いつでも保険薬局の先生方に
相談できる地域医療の実現に向けて、 

検査値の記載がお役に立てれば幸いです。 


